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研究成果の概要：虚血状態での硝子体手術時の灌流液中に、D-アロースを混ぜることにより、

その網膜障害に対する保護効果を検討した。灌流液中に D-アロースを混ぜたものでは、何も混

ぜないものに比べて術後７日目の網膜電図のｂ波の振幅の減弱が抑制された。また組織学的検

討においても、神経節細胞数、内顆粒層の厚みにおいて、有意に障害が抑制された。高灌流圧

によって網膜虚血を起こしうる硝子体手術では、灌流液中に追加した D-アロースが網膜機能、

組織の障害に対して保護的に作用する可能性が示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 

硝子体手術は、現在適応範囲が拡大し、また

その有効性、安全性ともに 20 年前と比較す

ると格段に向上し、ほとんどの合併症に関し

ても解決されている。しかし、今もなお、硝

子体手術後の視神経萎縮に関しては、増殖糖 

 
尿病網膜症においては一回の手術で高頻度

に生じるし、増殖硝子体網膜症などで数回の

手術を行うと必発といってよい。 しかしな

がら、この視神経萎縮に対してはなんらの予

防も治療も行われていないというのが現状



である。また視神経萎縮のみならず、網膜神

経節細胞層の変性も生じていることが予想

される。 
 
２．研究の目的 

神経保護作用を有する物質を灌流液に添加

することによって、術中の虚血再灌流による

網膜、視神経障害を抑制し、術後の神経節細

胞や視神経の変性を防止できるのではない

かと考え、この研究を企てた。 

３．研究の方法 

白色家兎を実験動物として使用し、灌流圧 30 

mmHg で片眼のみ硝子体切除を行った。その

後灌流圧を 140 mmHg まで上昇させること

により網膜虚血を行い、45 分間虚血を行った。

灌流液中に何も混ぜない群（C 群）、0.02% 

MK-801 を混ぜた群（M 群）、2% D-アロース

を混ぜた群（D 群）に分け、それぞれ術前、

術後１、7 日目に網膜電図を施行した。また

術後 7 日目に眼球を摘出し、４％パラホルム

アルデヒドで固定した後、厚さ５μm の網膜

切片を作成し、ヘマトキシリンーヱオジン染

色を行い網膜組織障害を検討した。 

 
４．研究成果 

網膜電図の a波の振幅はいずれの群において

も違いは認められなかったが(図１a)、術後 7

日目の網膜電図のｂ波の振幅は、術前を

100％とするとC群では64％であったのに対

して M 群では 82％、D 群では 94％となり、

C群に比べD群においてのみ有意に減弱が抑

制された（対応のないｔ検定、P<0.05）(図

１ｂ)。 

図２ 網膜 光学的顕微鏡所見 

また組織学的検討では神経節細胞数と内顆

粒層の厚みは、僚眼を 100％とした場合 C 群

では各々41％、61％であったのに対して M

群では各々81％、100%、D 群では各々66％、

94％で M 群、D 群ともに障害の抑制が認め

られた（対応のないｔ検定、P<0.05）。(図２，

３) 

 

 

 

 
図１a 網膜電図 a 波の変化 

図３ 組織学的検討 

 

 

 

図１ｂ 網膜電図 ｂ波の変化 
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